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保
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交
付
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交
付
額

平成� 25年� 3月� 28日� 木曜日 官 幸良� (号外第 65号) (2分冊の� 1) 

O O O O O

る
件
(
国
家
公
安
委
一

O O O O O

l

省
令
(
同
一
二
二
)

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

改
正
す
る
件
(
同
一
四
一
二
)

小
型
船
舶
等
の
義
務
船
舶
局
が
備
え
な
け

を
改
正
す
る
省
令
(
厚
生
労
働
三
五
) 

部
を
改
正
す
る
件
(
同
一
四
四
)

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介

登
録
検
査
等
事
業
者
等
規
則
第
十
五
条
第

正
す
る
省
令
(
同
三
六
)

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
及
び
国
民
年

O

る
省
令
(
同
三
八
) 

タ 

ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末

道
路
に
関
す
る
件

国
民
健
康
保
険
の
事
務
費
負
担
金
等
の
交

る
件
(
同
一
四
六
) 

改
正
す
る
省
令
(
同
一
一
一
九
) 

端
末
設
備
等
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

省� 

O O
電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
免
許
手
続

端
末
設
備
等
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

(
総
務
三
一
) 

O
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部

(
同
一
二
三
) 

O
国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

(
両
三
七
) 

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関

道
路
に
関
す
る
件

正
す
る
件
(
同
一
四
八
)

健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

ーじ ーじ 寸コ ア可 ヨZ b 

O O

O

明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

川
川
川
川
同
ロ

次
川
川

A-H〕

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

等
に
関
す
る
省
令
を
廃
止
す
る
省
令

護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効

期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

付
額
等
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

正
す
る
省
令
(
同
四 
O
)

O


の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
四
一
)

〔
血
ロ

ホ〕

古
物
営
業
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項

O
の
規
定
に
基
づ
き
標
識
の
様
式
を
承
認
す

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
を
実
施

O
)

す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
件

(
国
家
公
安
委
・
国
土
交
通
一
)

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
(
総
務
一
四
二
)

O
無
線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線

O
局
事
項
書
の
無
線
局
の
目
的
コ 

ド
の
欄

及
び
通
信
事
項
コ 

ド
の
欄
に
記
載
す
る

た
め
の
コ 
l
ド
表
を
定
め
る
件
の
一
部
を

l

l

れ
ば
な
ら
な
い
無
線
設
備
の
機
器
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
機
器
を
定
め
る
件
の
一

十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
人
の
生
命
又
は

身
体
の
安
全
の
確
保
の
た
め
そ
の
適
正
な

運
用
の
確
保
が
必
要
な
無
線
局
で
あ
っ
て

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
局
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

O 


(
北
海
道
開
発
局
四
五
、

都
市
計
画
に
関
す
る
件

(
沖
縄
総
合
事
務
局
九
)

O

す
る
試
験
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

す
る
省
令
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
同

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国
民

健
康
保
険
法
に
よ
る
被
用
者
保
険
等
保
険

者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
第

二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
五

年
度
の
拠
出
金
調
整
金
額
の
算
定
に
係
る

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件

~、

諸

事

項

公

血
ロ
〕

裁
判
所

破
産
、
免
責
、

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
工
事
開
始
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
工
事
一
部
完
了
、
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
工
事
一
部
完
了
、
型
式
適
合
認
定

関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、

係
会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

再
生
関
係 

(
厚
生
労
働
七
九
)

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関

O O O
す
る
事
務
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
両
八

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

(
国
土
交
通
二
八
三
、
二
八
四
)

船
舶
安
全
管
理
認
定
書
等
交
付
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
件
(
間
二
八
五
)

道
路
に
関
す
る
件

(
東
北
地
方
整
備
局
九
七 
1
一
0
0
)
  

都
市
計
画
に
関
す
る
件


(同一

都
市
計
画
に
関
す
る
件

O O O

O
) 

。回 

行
旅
死
亡
人
関 

一
、
一 

一一)

O

(
同
一
四
五
)

端
末
設
備
等
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
イ
ン

(
関
東
地
方
整
備
局
一
五
四 
1
一
七
九
) 

自
動
車
専
用
道
路
に
関
す
る
件

(
同
一
八 

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

OO
(
中
部
地
方
整
備
局
七
二
、
七
二
一
)

道
路
に
関
す
る
件
(
同
七
四
、
七
五
)

O
) 

O O O
(
近
畿
地
方
整
備
局
七
四 
1
七
六
)

都
市
計
画
に
関
す
る
件
(
同
七
七 
1
八
一
) 

道
路
に
関
す
る
件

(
中
園
地
方
整
備
局
四
九 
1
五
二
)
  

道
路
に
関
す
る
件


(
九
州
地
方
整
備
局
七
九
)

O

[L9四
六f'、

等
の
送
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
条
件
等
を
定
め

著
し
く
不
合
理
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末
等
及
び
そ
の
条
件

等
を
定
め
る
件
(
同
一
四
七
)

( 号外)
独立行政法人国立印刷局

ヨ王 ブL /司、

ヨ王� ブL f'、 ヨ王� [L9 

O

[L9 [L9[L9 [L9 
寸コ� 

四
六
)

ブL ブL ブL [L9 [L9 
ブL f'、 寸コ ブL f'、� 
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兵
庫
県
明
石
市
鍛
治
屋

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

港

島

中

町

六

二

一

時
三
i
一
八

ニ
圏
、西

。
総
務
省
告
示
第
百
四
十
一
一
一
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
制
第
十
五
号
〉
別
表
第
二
号
第
2
か
ち
第
4
ま
で
及

び
第
6
並
び
に
別
表
第
二
号
の
三
第
1
及
び
第

3
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
八
苦
六
十
号
(
細
川

ド
の
機
に
記
載

i

線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
隷
湾
事
項
童
一
回
の
無
線
局
の
目
的
コ
ー
ド
の
繍
及
び
通
話
事
覆
コ

す
る
た
め
の
コ
!
ド
表
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
丹
二
十
八
日

支
部
の
議
た
る

括
動
広
域

六長
|崎
一県
六長

崎
前
樺
島
町

衆
議
院
比
例
代
表
南
関

東
選
挙
区

衆
織
腕
石
川
川
見
第 
2
一弘

衆
議
続
比
例
代
表
近
畿

選
挙
区

衆
議
院
比
例
代
表
九
州

選
挙
区

口
μ

五
八 
O 

長
組
問
県
諌
阜
市
多
良
見

軒
間
四
五
一
一 

一

l
z

衆
離
脱
山
梨
県
第
1
…肱

衆
議
院
東
京
都
第
同
区

衆
議
院
大
阪
府
第

8
区

衆
議
院
長
崎
県
第
2
区

韓
務
大
臣

新
藤

別
表
第
一
号
及
び
刻
表
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ニ
閥
、

塑
掛
拙 

州
雑
踏
柑
淘 

議
汽
諮
欝
叫
が

凶 

一九
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l
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μ
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E
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H
i
~
h
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u
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九
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S
u
l

m 

浦
識
調
お
叩
器 

H

異
議
事
項

支

部

の

数

五

七 

O
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(f) 

許ぢ
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∞ 

の
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の

u 
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震活
届
出
年
丹
日

一
一
五
、
一
、
七

(
解
議
し
た
支
部
の
名
称
)

民
主
党
衆
議
院
北
海
道
、
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
区
第 
2
総
支
部

民
主
党
出
形
黒
第
3
豆
総
支
部

、i

民
主
党
茨
誠
県
第

3
一
弘
総
支
部

民
主
党
衆
議
説
北
関
東
ブ
口
ツ
ク
比
例
阪
第
2
総
支
部

民
主
党
衆
議
院
北
関
東
ブ
日
ツ
ク
比
例
舷
第
3
総
支
部

民
主
党
持
議
同
県
第
日
舷
総
支
部

民
主
党
神
掛
川
山
川
県
捗
議
院
選
挙
区
第 
5
総
支
部

民
主
党
戦
車
県
第
2
慌
総
支
部

民
主
党
線
車
県
第
4
…
弘
総
支
部

民
主
党
衆
議
続
東
端
ブ
口
ツ
ク
比
例
限
第
3
総
支
部

異

動

事

項

新

一九

桝
骨
骨
鴻
出
訪
韓
潜
行
凶 

トコ

i

鹿
出
年
月
日

民
主
党
三
重
県

第 
2
区
総
支
部

民
主
党
兵
庫
県

第 
9
…
民
総
支
部

民
主
党
衆
議
院

近
畿
ブ
日
ツ
ク

比
併
区
第
3
総

支
部l

w

哉
、
議
党
島
根
県

第 

院
総
支
部

i一一一一一

i日IB 

島
根
県
松
江
市
大
正
昨

一一五、

一一五、
ニ
五
、

二
五
、

二
五
、

一一五、

掛草津揖� 4

Bft予争す

、明〆
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涛日てー記
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煩
出

トガ

トτj

o 

円� j

の
冨

ロ
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冨� 

何� 
トτj

~ 

n 
トτj

~ 
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ぽ

じり� 
トTj� 

ぽ

~ 
I--i 

じり

判叫�  

間

問

問� 
∞ 
~ 
ト主� j

U 

ウ� 1

i

i

三
重
県
鈴
鹿
市
神
戸

七 

一
五

i

O

大
阪
府
高
槻
市
上
田
辺

町
六 

二

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

内
本
町
一
ー
ー
二 
144441

八

兵
庫
県
明
石
市
相
生
町

一
一
|
六
|
五

l

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
広

潜
島
中
町
六 

七 七 七 七 七 七

一
四

問
問
中
ハ

異
動
車
現

支

部

の

数

五

六

九

新

O

思
七 

届
出
年
月
日

一
一
五
、
一
、
九

(
解
散
し
た
支
部
の
名
称
〉

民
主
党
熊
本
県
第
3
総
支
部

新

義
孝
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別表第二時 遥信事項こ3…ドの構に記載するコードのコード表


項話
 ド

議気遥{言業務に閲する事項� CCC 

電気通信業務〈ー殻放送利賠を含む。〉に隣する事項� CCG 

;電気通俗業務(ー殻数送用のフィーダリンクを会む。)に関する事現 CCF 

震気通信事業運営に関する事瑛� 

。
CCM 

GG器 !国会事務に関する事噴

;勤災対策に関する事項 DAB 

警察事務に関する事項� GMP 

担 道路交通情報ζ関する事項(安全議転支援に関する事項を諜く。)� RDI 

ITS;安全溜転支援に関する事項 

治安維持対策に関する事項� TRO 

!常気通信の監理・規諌に関する事項

;標準周波数及び標準時の通報 G話� S

消防事務に関する事項� FDA 

N
m

検察事務に演する事現� GMK 

;憲正管理に関する事項 GMR 

入国管理に関する事項� GME 

G主主� L

;外務行政事務に関する事項 

公安調査に関する事項� 

GMT 

i税関事務に関する毒事現� GMC 

国税事務に関する事現� GMG 

学窓開発に関する事項� SPA 

(
堂
前 

ω燃
設
一
世
)

刊
の
崎
山
付
笹
川
昨

国∞
 

標準テレピジ ン放送〈デジタル放送)� DTJ 

高精羅度テレピジョン放送を含むテレピジョン放送〈ヂジタル放送)� DHV 

;策高精中細継度放テ送)レビジョン放送を含告テレどジョン放送(デジタル数送・受信陣護対� SHV 

デ…タ放送(ヂジタル放送)� DDJ 

|マルチメヂィア放送 MMH 

i放送試験用� BCK 

その鵠の放送� OBC 

回一盤 

ν吹

放射能汚染の管理業務に関する事現� GKA 

検規事務に関する事項� G諮む

麻薬敢諦に関する事項� GMN 

水防事務に関する事項� RDR 

まDA  

i災害対業・水防に闘する事覆� 

!水防道踏に関する事瑛〈災害対策・水訪に関する事現を除く。)

DAO 

l放流瞥報又ほ霧欝報に関する事項� DFW 

鋲空保安事務に関する事壌� ACH 

無線標識に関する事項� ACE 

航空無線航行に関する事項� ACF 

:室主宰交通管制に関する事項 ACC 

気象業務に関する事項(気象響報に関する事項を除くJ CWR 

CWB気象警報に関する事項� 

海上保安事務に関する事項� MSA 

MSC航路標識に寵する事項� 

溝上無線航行業務に寵する事現� MSG 

気象遥報に関する事項� MSH 

防衛に関する事項� GMD 

j 外交に関する事項� EMB 

DAI 

公欝対策に関する毒事填� S 

土地改良事業に関する事現� 

防災行政事務に関する事項� 

AGG 

地方庁政事務に関する議事項� LGO 

RDV道路交潤情報通信に関する事項� 

RDK道銘智理に関する事現� 

EPA 

;原子力関係業務に翼する事現 ATO 

ガス事業に関する事項� 

常気事業に関する事項� 

GAS 

RDC水資源開発に関する事項� 



〈
配
的
む
接
求
常
)

制

同

上下水道事業に関する事項

熱供給事業に関する事項� 

有線テレビジョン放送事業に関する事項� 

列車防護警報に関する事項� 

鉄道・軌道の貨客車の安全連作に関する事項� 

索道用搬機の安全運行に関する議証明� 

一般乗合旅客自動車等の安全溜行に関する事現� 

~十字に関する事項 

航路警戒に関する事項� 

議湾管理に関する事項� 

器欝港湾籍設の保安の護課等に関する事項� 

港務通信に関する事項� 

難教場に轄する事項� 

続空撲の救難iこ嬰する事項� 

雷管に関する事項� 

業務に関する事項� 

山岳遭難関止及び救助に関する事項� 

放送番組の中継に関する事項� 

放送番組素材の中継に関する事項� 

放送番組の取材等の連絡に関する事項� 

l無線設備の監視・制御に関する事項� 

放く送。)事業に関する事項(中継、連絡又は無線設備の監視・縦御に関する事項を除� 

実教験育、に試関験す又る事は調項査を除に関くす。)る事項(アルゴスシステムヂ…タ伝送に関する事項、� 

アルゴスシステムデータ伝送に関する事項� 

教膏に関する事項� 

アマチュア業務に関する事項� 

HET 

BC挺

LCQ 

LCL 

LCA 

LCI 

RXY 

HSA 

HSM 

HEA 

HST 

DAF 

DAH 

FSM 

SPB 

DBA 

BCP 

BCA 

BCG 

RCT 

BCS 

EXP 

OTP 

EDC 

ATC 

アマチュア業務〈人工衛星追跡管制)に関する事現� 

一般教送に関する事項� 

ATS 

BCB 

エリア放送花関する事現� 

鰭議な事項� 

書会離の範行立関する事項� 

る事項� 

持穣0)識}JIJに関する事項� 

滞壊の無纏標定に関する事凄� 

簿上灘送事業に関する事項� 

梅洋の観測に関する事項� 

ABC 

CIミA

MAA 

TLG 

MSD 

FSO 

MCS 

MCR 

水先・引き船に関する事項� 

海上作業に関する事項� 

海上測量業務に関する事項� 

港湾運送事業に関する事項� 

HSP 

MAW 

MS話

HSW 

港湾工事に関する事項� 

漁業通信に関する事項� 

航空機の運用に関する事項� 

飛行援助に関する事項� 

航空機の安全及び運行管理に関する事項� 

自家吊の翫空関採に関する事項� 

飛行場における航空機の飛行援助に関する事項� 

飛行場における地上管制に関する事項� 

主主空擦の運麗管理又試運航管理の支援に慨する事項� 

競空機の製造穆理立襲する事項� 

甑空機の{審理に撰する事項� 

HBW 

FSE 

MMA 

ACB 

ACD 

ACO 

ACA 

ACY 

ACZ 

ACT 

ACR 

一鼓乗用隷客自動車の運行に議する事項� LCT 

貨物自動車の運特に関する募基礎� LCK 

自動車の教習ヒ関する事項� 

医療業務に摘する事項� 

農林業に関する事項� 

EDT 

RXW 

AAF 

MCA陸上移動通信に関する事現� MCA 

N

N

回∞
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(
施
行
期
日
)
 

1

こ
の
告
示
は
、

(
経
過
措
置
)
 

2

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
目
的
で
あ
っ
て
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
無
線
局
の
目
的
と
み
な
す
。

フ電� 

L百イ遇信告 J気量務通用電気通信業務

ン業

〆'句、〆'句、 含むクを務用二( 項目 生線局涯エ
リ

)般 の重
的目放用言 方支ア

送

用
 色、用ノを日

る通� 

コ� 

の

A F 
ド� 

電気通信業務用

項目
無線局

の

的目� 

コ� 

ド

C 
C
C

C 
C
C 

C 
C
G 

C 
C 

C 
C 

}J
E岡髄片� 調l$-

町。� 

出紳� n 
棚器)<:1株当字� い 務画述通部き1 占主節酒主事1藩菰尚甫 副望嬉凶書藩述HHE 立童画百加書主主E回下耳主子

( i 最博量宮醐幡討重制噌童荊覇地議話時野吉通糠薄
d
H
H
J

}J ¥ミ そート〉F理斗
( i ( i ( i( i。4社千日斗 間帯損調薗回 て理斗 理斗 理斗理斗 理斗 週斗。4 E書艶望、84聖l 守8同正副( i ( i て;制掴� 。4 。4。4 。4 。4 。4 ，守( i 罰金対国讃ロ8 』

理叫が 輝夫寸醤艶苗E 4理叫が背銅� ~ 掴背~ 背掴� ~ s 世掴i 制掴理斗 )世国i 
( i 7す

E予4

日

。 、々� 令E〉ト� 
世掴i 理斗時毒除副8事長制掴

( i
背〉国� ~ 。4 F損sト

主磁器揖」← ( it町田呂� 温斗
( i 噛掴i 理斗。4 車( iF損sト� 理斗 。4 E。4 )世国i 叫理 E斗� 

( i 世掴i 。4
E

。4
掴背~

世掴i 
盟斗

)哩話噸EbZHE萌3)昨罰塑i世掴。4 

1制崩� ( i~ 

理斗 理斗。4 。4
世掴i 掴世� i

事市

ノk

、。-'

P可
P可

吋

-
噌
柑
』岡

目
ハ

(J) (J)下� 開下� 〉"'d "'d "'dO Z Oの O の� ロ
(J)同 開開� 〉吋 吋 吋 吋 吋� 吋 吋 吋冨rコ� "'d 

ドーィ 4'-・ 開吋国 宮 OOZ の� rコ 同の の ロ� =ヨ

平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

道路管理

用

重度交高通 土地事用改良業

公三対策用室 霧警報用
放流用警報

消用防
災行政用防 水道路用防

水用防
災対策用防

Jる の 事項る す闘 す関管入国理す事関項る

気用象

維持対策用治安

衛用防
航保安用空

海上

保用京.......・

察用警

事項のみである 電気信務用通業� 

ン

ス
ア

ム
用

事著るあ書事
ある事項る又事項る、す関事項る、事項る、会事務国に

のも 放事る外交運す関

に項事る‘す関疫事検通信事

す関税国る る通� 

R 
D 
K 

T 
S 

D 
V 

R L 
G 
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G
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A K 
T 
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B
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D R 
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G 
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A 

R 
D 
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B 
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W 
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S 
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M 
P 

G C
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公
共
業
務
用
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P
U
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事核燃料業用

事項す関で

である事項るあり

のも文通信� 

主� J限る業気象農農業用

す関該的当目

事項でる係る

あのるにも通{事項カ言3 

事項である特旅客動車定白動車の白全運行に事項通信が

も す関ー

限る。安全す関 ( 該的当に目
)運行 一

す関る事項又はる般貸切客旅安係る

救難用� 

す関は

事項でる港湾施設国際の項港務事通る、係る

あるも 通事信

J限る航路戒警』之海事用

す関該的当に目

事項でる係る

あるの』も=信事項通� is 

有線

ア

ビレ
ン� 
ヨ

放送事業用ン

霊岳 であるも索道用震索道用

J限のるに行安全運のに該的係当にる田

項す事開る通信が事項

霊童
標周波数準用 器熱事業

上

下水道事業用
源発水資用開

ガ

事業用ス 電気事業用

K 
G 
S 

O 
T 
G 

R A 
X G 
Y A 

L 
C 

F 
S 
M 

S 
C 

R H 
S 
M 

M 
A 
A 

B 
C 
M 

L 
CB 

A 

D 

A 

L 
C 
L 

G 
M 
S 

W 
R 

H 
E 
T U 

D 
C 

R G 
A 
S 

E 
P 
A 

超短波放送

〆-、
コ
~、、

こ� L

ア
イ

放送

マ
ル
チ

アメ

イ

放送ア

ア

放送タ

〆アン-、

タ� 

放1送v 

受テ

ビジレヨ精細度高

ア

レ
ビ

送)標準

ア

ン
ヨ

放送ン

〆アン-、

タ

ル放

超波短つ「

多重放送タ

語放送外国
含放送有料を

主� 

送J議を超送短

-、〆アン

J放送タL 

料放有

〆アン� :::. 、

タ

J放送� v 

超放波送短

外放送語国

超波放送短 護送

継放送国際中

放送波短

放送国際

護送 波放送中

リエ

用放送利アリ� 

〆-、
エ� 

エ
1) 

放送ア
放送般 放送事業用

用宇宙運暴務 宙発宇用開
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M 

C M 
M 
H 

D 
D 
J 
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V 

S 
H 
V 
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C 
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F 
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A 
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M 

D F 
F 
M 

B 
F 
M 

R 
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M 
F 

B 
A 
C 

A 
B 
C 

B 
C 
B 

C 
S 

B S 
P 
B 

S 
P 
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一 一

放送般用 電信務気通業用 放送般用� 
放送事業用

B 
B 
C 

G 
B 
C 

C 
C 
C 

G 
B 
C 
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S 
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実験験試用 細度精高

レピア

ン、~

ヨ

放送J 

含(有料放送むを ンヨ ンヨ

含(有粍放送むを標レど準ンヨテジ

、..，/� . 

ア

準標7 

レ
ビ
:/ 

ヨ
ン

ア

含J料放送むを標準テビレョジ

準議

ブー

レ
ピ� 
ン
ヨ

ン

文字多重放送/ 重文字多放送� 

ヨ

車

ン
ごま� 

震声音多

3 

放送J 放送J〆

レピ準標ア

ユ/
ミヨ

赦送ザ/ 実等無験

有主送意挙む文会・波超重短

) 送放

臨

護短超送

有料含放送むを� ( 

的時臨目放送

)コ
九晴明、、

コ
「帽明、、

タ重多放送 タ多重放送 害対障受信 有料放送
き的目時臨放詩

自
ユ 二� L

受 有

T 
C 
M 

受

S 
A 
M 

有

p T 
T A 
A M 

そそ

S P 

一r 
T 

V V 

B 
T 
V 

B 
C 
五� 

的放

E E 
P F 
C C 

ア
イ

E C 
F P 
話 C 

ア
イ� 

C 
y 
C 

E 
X 
P 

H 
D 

P 
C 
D 

S 
D 
主� 4 

P 
T 
D 

T 
D 
M 

実験験試

男� 

E 
X 
P 

3

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
気
象
業
務
用
以
外
の
話
的
を
持
つ
無
線
局
で

み
っ
て
滋
…
…
関
聯
現
が
い
減
数
業
務
に
関
す
る
事
情
明
〈
い
気
象
欝
報
に
関
す
る
事
現
在
除
く
�
 、
銭
議
欝
報
に
関
す
る
事
情
明

文
は
気
象
観
灘
爽
験
に
関
す
る
事
現
を
持
つ
も
の
、
榔
世
事
賠
以
外
の
詩
的
を
持
つ
無
線
路
で
あ
っ
て
瀧
…
信
事
頃
が
航

銘
警
戒
に
関
す
る
事
墳
を
持
つ
も
の
及
、
ひ
潜
糟
業
務
用
以
外
の
目
的
栓
持
つ
熊
線
鶏
で
あ
っ
て
瀧
…
脱
出
事
壊
が
潜
蹄
管

理
に
関
す
る
事
壊
、
潜
務
通
信
に
関
す
る
事
現
又
は
悶
際
潜
湾
施
設
の
郎
株
安
の
磯
諜
等
に
興
ず
る
事
壌
を
持
つ
も
の

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
衰
の
下
欄
に
掲
げ
る
鯨
線
局
の
目
的
に
加
え
、
公
共
難
務
患
の
詩
的
栓
併
せ
持
つ
も
の
と
み

な
す
。

4

と
の
告
一
邪
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
鰐
の
通
諸
事
項
で
あ
っ
て
、
次
の
表
の
上

壌
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
問
農
の
下
欄
に
掲
げ
る
連
指
事
項
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
渇
該
無
練
局
が
そ
の
通

話
事
項
と
し
て
電
気
通
偉
業
務
に
関
す
る
事
現
と
電
気
、
通
信
事
業
運
営
に
関
す
る
事
項
又
は
宇
宙
運
用
業
務
に
関
す

る
事
項
と
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
併
せ
持
つ
還
信
事
壌
は
一
電
気
道
謂
業
務
に
関
す
る
事
項
と
み

な
す
。

J

ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
態

鱒
務
な
業
務
態

布
以
外
の
も
の

一
般
業
務
用

簡
易
無
線
業
務
用
�
 

C
R
A
 

A
T
C
 
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
用
�
 

C
R
A
 

A
T
C

E
N
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航
路
標
識
に
関
す
る
事
現

無
線
棟
定
に
関
す
る
事
現

位
置
借
号
業
務
に
関
す
る
事
項

浮
標
の
識
別
に
慢
す
る
事
項

浮
標
の
無
線
標
定
に
関
す
る
事
項

海
上
無
線
航
行
業
務
に
関
す
る
事
項

気
象
通
報
に
関
す
る
事
項

航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
事
現

航
空
機
の
安
全
及
び
運
行
管
理
に
闘
す

事
項

禁
隷
標
識
に
関
す
る
事
項
、

鉱
空
無
線
航
行
に
関
す
る
事
項

航
空
保
安
事
務
に
関
す
る
事
現

銃
怨
保
安
無
線
施
設
に
関
す
る
事

訪
織
に
関
す
る
事
項

治
安
維
持
対
策
に
関
す
る
事
璃
�
 

M
S
C

O
T
G

om--AL

M
S
D

F
S
O

M
S
G

M
S
H
 

説
賂
諜
識
に
関
す
る
事
項

」
懇
親
標
定
に
関
す
る
事
項

持
様
の
離
別
に
関
す
る
事
項

浮
標
の
無
藤
標
定
に
関
す
る
事
現

海
上
無
線
航
行
業
務
に
関
す
る
事
項

気
象
通
報
に
関
す
る
事
項

気
象
業
務
に
関
す
る
事
項
(
気
象
警
報
に

襲
す
る
事
項
を
除
く
。
)

気
象
観
誠
実
験
に
関
す
る
事
項

農
業
気
象
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

税
関
事
務
に
関
す
る
事
項

検
疫
事
務
に
関
す
る
一
事
現

蘇
薬
敢
締
に
関
す
る
事
項

入
国
管
理
に
関
す
る
事
項

器
税
務
務
に
関
す
る
事
事

労
働
基
準
監
督
に
関
す
る
事
項

公
安
調
査
に
関
す
る
事
現

矯
正
管
理
に
関
す
る
事
項
�
 

C
W
R

c
w
x

A
G
O

c
w
s

。M
C

。M
Q

G
M
N

G
M
E

G
M
G

G
M
J

G
M
L

G
M
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航
空
無
線
航
行
に
関
す
る
事
項

航
空
保
安
事
務
に
関
す
る
事
項

治
安
維
持
対
策
に
関
す
る
事
現

気
象
業
務
に
欝
す
る
叫
事
項
〈
山
知
象
轡
報
に

閲
す
る
事
項
を
除
く
。
)

気
象
警
報
に
関
す
る
事
項

税
関
事
務
に
鵠
す
る
事
現

検
疫
事
務
に
興
ず
る
事
項

麻
薬
取
締
に
関
す
る
事
項

入
国
管
理
に
関
す
る
事
項

国
税
事
務
に
関
す
る
事
項

労
働
基
準
監
醤
に
関
す
る
事
項

公
安
調
査
に
関
す
る
挙
寝

矯
正
管
理
に
関
す
る
事
現

話
�
 S
C

O
T
G

M
S
D

h
r
S
0
.

羽
�
 
S
G

G
M
R
 

G
M
L
 

G
M
M
J
 

G
M
G
 

G
M
M
E
 

G
M
N
 

G
M
Q
 

G
M
C
 

C
W
B
 

C
W
R
 

T
R
O
 

G
M
D
 

A
C
H
 

A
C
F
 

A
C
S
 

A
C
D
 

A
C
C
 

M
S
H
 

G 
M 
A 

M 
V 

M 
B 

G 
M 
XKAD 

A 

D 
A 

R 
D 
R 

R 
D 
A 

D 
A 
O 

R 
D 

R 
D 
T 

D 
B 
B 

K 
T 
S 

A 
G 
G 

L 
G 
O 

R 
D 
V 

R 
D 
K 

R 
D 
B 

S E む GIGIG 
H GIMIM。 J R GITIX 

G 
M 
A 

i電信規律気直

す関

項事る

電通気信

の

監理

規律

す関

事項る� 

電通監気信理

す関

る

項事

G 
M 
T 

国務会事

す事項関る

行外政事務務

す事項関る

政事務� 

す関

る

事項

需外

G 
G 
G 

D 
A 
B 

闘す

項

対災策す防関

事項る

外

留す

る

事項

る

主主
ち� 

検察事務

す事項関る

外交す関

事項る

主主

放射能汚染

の

管理業務

す関

事項る

察検事務す関

事項る

G 
K 
A

の

管理業務

隠す事項る

事室

D 
A 

の補防

消災事務防防

す項関事る

行政務災事防

す関

事項る

消防事務

す関

事現る

D 
A

行政災事務防

す関

事項る� 

R 
D 
R

水事務防に

す関

事項る

務水防事

す関

事項る

R 
D 
A

道水防に

事項関る

害災対策

害対災策

ド

す事項関る

害対災策

jく防

関す事項る

測情報観

の

伝送� 

す関

る

事項

報闘霧警すに

事項る

現本

公対害策

す関

事項る

K 
T 
S 

チ.xマ、

y

要度道

ン

ス
ア

ム

す関

全運転支援安に

す関

撰主


路理道� 

す関

事項る


R 
D 
K 

る事

管道理路

喜高速
す関

の 事項る

等現

業闘事すに
葬きる

事る� 
毒項る事

GF F 

F~ 
水す防関に路 災対策防に 会事務に

ァ防

事項害るを〈事す す事項開る 事す項閉

等;る


) 
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項行飛場

お
け

地管上制る

す事関る

A 
C 
Y 

す関行飛場

事項るおけ

航機空る

の

A 
C 
A 

用家自

航空係の関

す関

毒項る事

A A 
C C。� X 

A 
C 
U 

霊航

す事項関る

A 
C 
W 

航空機の

続行

す関

事現る

M 
M 
A 

の

通報

G 
M 
S 

事項有線テレ

ピ
ン
ヨ

放重業

す関

る� 

3 
C 
主主� 

B 
C 
S 

線設備無

視監の

御制に

番組素材

の

継す中関にる

放言エ
1) 

放送ア
の

に

す項事関る

B 
C 
P 

放送に

す関

事項る

B 
C 
B 

H 
E 
T 

事現る

W 
R 
U 

水資源発開

す項関事る

R 
D 
C 

ガ

業事ス関す

事項る

G 
A 
S 

費
給電

す事項関る

毒現る事

p E 
T P 

W 

保安業務電気に

す関

事項る

E 
P 
日� 

電気業事� 

す事項関る

E 
P 
A 

す関行場飛

事項るおけ

る

航空機

の

飛援助行

家用自

の

航空係関

す関

事項る

航機空

の 項事有線テジレピヨ

放送霊ン

事項除J線設備又は無の事をく す放送業関に

監視・事項る

制御に� (継中

する関連絡

備無線設

の

視監

御制

す関

事項る� 

言放材 言組 放

継の中に す聞
継の中

す事項関る 事項る

潤す事項る

般霊

毒項る事

喜事
上� 

す関

事項る

事項る

y護発開k 

ガ

業事ス

す事項関る
す関

事項る

君侵

す関

事現る

電気業事

す演

事項る

A 
C 
Y 

A 
C 
A 

A 
C 
O 

M 
M 
A 

3 
C 
S 

Eミ� 
C 
τ 

B 
CIC  
G A 

B 
C 
p 

A B 
B C 
c 3 

H 
E 
T 

W 
R 
U 

R 
D 
C 

G 
A 
S 

P 
T 

E 
p 
A 

航
空
磯
の
製
議
楼
壊
に
関
す
る
事
瑛

航
密
機
の
鰻
壊
に
関
す
る
事
事

海
上
運
送
事
業
に
関
す
る
事
項

梅
洋
の
観
識
に
撰
す
る
事
凄

本
先
業
務
に
寵
す
る
事
項

油
問
収
作
業
に
関
す
る
事
項

特
殊
作
業
に
関
す
る
事
現

鳥
�
 

調
査
聡
督
に
関
す
る
事
項


梅
底
資
源
開
発
事
業
に
関
す
る
事
寝


海
上
測
量
業
務
に
関
す
る
事
項


航
路
警
戒
に
関
す
る
事
項


港
湾
管
理
に
関
す
る
事
項


潜
鴻
運
送
事
業
に
関
す
る
事
項


コ
ン
テ
ナ
荷
役
に
関
す
る
事
現

H
S
M
 

H
S
A
 

M
M
S
M
 

O
T
K
 

H
I
S
 

QUP--

一
回
一
際
潜
締
施
設
の
保
安
の
磯
保
等
に
関
す
一
お

一
る
一
事
現

議
務
通
憶
に
関
す
る
事
項

港
湾
工
事
に
関
す
る
事
項

議
難
救
助
に
関
す
る
事
項

捜
索
救
場
作
業
に
関
す
る
事
項

訟
能
又
は
航
空
機
の
救
難
に
関
す
る
事
現
一

機
業
指
導
監
督
に
関
す
る
事
現

機
業
通
憶
に
関
す
る
事
現

擁
護
に
関
す
る
事
現
�
 

P
A
S
P
A
 

P
A
5

P
い出

H
S
T

H
S
W

D
A
F

M
S
D抗

�
 

航
空
機
の
製
造
務
理
に
擬
す
る
事
項

航
空
機
の
修
理
に
関
す
る
事
項

海
上
運
送
事
業
に
関
す
る
事
項

語
洋
の
観
器
に
襲
す
る
事
項

水
先
・
間
引
き
船
に
欝
す
る
事
項

梅
上
体
げ
楽
に
関
す
る
一
挙
慣
例

海
上
測
量
業
務
に
欝
す
る
事
項

航
路
警
戒
に
関
す
る
事
項

港
湾
管
理
に
関
す
る
事
項

港
湾
溜
送
一
事
業
に
関
す
る
講
演

国
際
港
湾
施
設
の
�
 
mm安
の
確
保
轄
に
関
す

る
事
項

港
務
通
憶
に
関
す
る
事
項

謹
湾
工
事
に
関
す
る
事
項

海
難
救
助
に
関
す
る
事
項

船
結
又
は
航
空
機
の
救
難
に
関
す
る
事
項

H
S
N
 

H
S
W
 

0
1
L
 

H
B
S
 

H
S
L
 

H
S
P
 

M
C
R
 

M
C
S
 

A
C
R
 

A
C
T
 

A
C
Z

E
A

機
業
指
導
監
督
に
関
す
る
事
項

機
業
遡
慌
に
関
す
る
事
項
�
 

二
P

b
p
u
 

D
A
H
 

D
A
F
 

H
S
W
 

H
S
T
 

H
E
A

れ
い
ふ 抗

�
 

S
M
M
 

S
W
 

H
S
M
 

H
S
A

前
�
 S
M
 

M
A
W

日
�
 sp
 

M
C
R
 

M
C
S
 

A
C
R
 

A
C
T
 

A
C
Z
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5 

28 B 
木曜日 (号外第 65時)25年� 3平成� 

右
以
外
の
も
の� 

の
に
限
る
。
〉

官

学
謝
実
験
に
関
す
る
事
項

一
技
術
拭
験
に
関
す
る
事
項

宇
富
開
発
に
関
す
る
事
項

地
域
振
興
に
寵
す
る
事
事

こ
の
告
訴
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
鏑
免
許
を
受
け
て
い
る
加
鴨
川
綿
持
の
践
的
で
あ
っ
て
、
次
の
衰
の
上
織
に

電
気
通
信
業
務
(
一
穀
放
送
稿
用
を
含
む
。
)
に
関
す

る
事
項

電
気
通
信
業
務
〈
一
鍛
放
送
利
用
の
フ
ィ
ー
ダ
リ
ン

ク
を
含
む
。
)
立
関
す
る
也
事
項

竜
気
通
告
業
務
用
(
エ
リ
ア
放
送
利
用
)

電
気
通
儲
難
務
〈
一
穀
数
議
利
用
を
合
加
。

る
聯
現

本
邦
外
に
在
住
す
る
日
本
人
舟
け
の
京
報

に
関
す
る
事
項

地
域
毅
興
に
関
す
る
事
項

i

篭
気
通
告
業
務
舟
(
一
般
放
送
用
の
フ
ィ
�
 ダ
リ
ン

ク
を
含
む
。
)

一
端
裁
選
信
業
務
舟
〈
一
般
放
送
利
用
を
含
む
。
〉

作
業
連
絡
に
関
す
る
事
項
(
当
該
通
話
事

項
に
係
る
目
的
が
宇
宙
開
発
用
で
あ
る
も

地
譲
又
誌
火
山
模
火
予
知
観
測
に
関
す
る
…

事
現

気
象
‘
動
体
の
観
撫
ヂ

i
タ
の
依
送
に
関
…

す
る
事
現

闘
動
車
の
教
習
に
関
す
る
事
項

音
響
に
関
す
る
事
項

核
原
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
轄
に
関
す

S
P
C

S
P
A

A
T
O
 

O
T
O
 

E
D
τ
 

O
T
T

S
R
E

る
法
樟
の
通
報
に
関
す
る
事
項

核
館
料
事
業
に
関
す
る
事
現

原
子
力
施
投
の
・
安
ん
み
対
策

口
ケ
ッ
ト
抗
上
情
報
周
知
に
関
す
る
事
者
一

日
ケ
ッ
ト
実
験
に
伴
う
審
構
上
の
連
絡
に
一

関
す
る
事
項

噂
披
科
飛
の
適
正
化
の
た
め
の
広
報
に
関
一

す
る
事
項

項ニユ

ス
の
取
材
及
び
速
報
に
関
す
る
事
一

の
の
無
線
局
は
、
同
畿
の
下
識
に
掲
げ
る
潤
情
事
現
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

無
線
局
の
罰
的

T
K
K
 

L
A
O
 

S
E
M
 

S

S
 

犯
O
T
A
 

M
m
p
w
w

A
T
G

本
邦
外
に
在
住
す
る
日
本
人
向
け
の
広
報
一
�
 T衣
装

に
関
す
る
事
現

畜
響
、

ι関
す
る
事
現

原
子
力
鵠
�
 
開
業
務
に
関
す
る
事
現

m

自
動
車
の
教
習
に
関
す
る
事
項

気
象
・
動
体
の
観
測
デ

す
る
事
項
�
 

タ
の
誌
送
に
関

i

留
学
鴇

電
波
利
用
の
適
正
化
の
た
め
の
京
報
に
模

す
る
事
項

項一一ユ
地
鍵
又
は
火
山
噴
火
予
知
観

一
般
業
務
用
議
諸
に
関
す
る
事
情
明

通
信
事
項

。
怠

L
A
O
 

s
p
A
 

A
T
O
 

oma--桶
�
 

O

O
T
T

E
D
T
 

A
T
GN

救難用
線有アピレ

ジ

山遭難対策用岳 標準周波数用
器霊熱

下水事用道上業
護

ガ

事用ス業 電気事業照
管道路理

用

車高度交
霊改

公害対策用
霧警報用

用消防
防災行政用

水用防
災対策用防 善安策

衛用防
航空保安用 海保安用上

主要、線主袋

あ局

ス
ア

ム
男

)の主F、T二孟信事項� m 

噌るも 事項の カ象気雪

除をく・が� 

事救助 有線レフピー

す関
ユ/
3 

事項る

事項る

議鳴る耳

911 

鉄道

軌道の

貸客車

の

安運甘全

す関

る� 

事項

標準周数波き

標準時
事項る

の

通報

上

事項る
毒項る事

ガ‘

す電気事業闘

項事る

路管道理

す関

事項る

安全運転支援

す関

事項る
す関

事項る

土地改事良業

す関

事項る

策公害対に

項す事関る

事務消防に

す関

項事る

災行政蓄防

す関

事項る 築害対策

7防k

関に

務に

す事環関る

に� 

す事項関る

Jに

す事項関る

家象警報

す関

事る

維持対策治安に

す関

項事る

険管

す関

項事る

空保安事務航

す関

現事る

海保安事務上

す闘

事現る

警察事務

す関� 

事項る
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O
総
務
省
告
示
第
百
四
十
四
号

O

週
叫
が
咽
掴
d

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
二
十
八
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
八
年
総
務
省
告
示
第
六
百
号
(
小
型
船
舶
等
の
義
務
船
舶
局
が
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
線
設
備
の
機
器
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
か
ら
施
行
す

る。

平

成

二

十

五

年

三

月

二

十

八

日

総

務

大

臣

新

藤

義

孝

表
注
お

ωイ
中
「
回
忌
ヨ
碕
制
適
」
を
「
副
而
咽
創
刊
日
同
蔚
什
守
糊 

π

碕
什
差
剛
糊
部

π理
叫
が
制
掴

河
口
昌
凶
器
嶋
迅 

π理
叫
が
制
掴
」
に
改
め
る
。

総
務
省
告
示
第
百
四
十
五
号

登
録
検
査
等
事
業
者
等
規
則
(
平
成
九
年
郵
政
省
令
第
七
十
六
号
)
第
十
五
条
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
三
年
総
務
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号
(
登
録
検
査
等
事
業
者
等
規
則
第
十
五
条
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
人
の

生
命
又
は
身
体
の
安
全
の
確
保
の
た
め
そ
の
適
正
な
運
用
の
確
保
が
必
要
な
無
線
局
で
あ
っ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示

す
る
無
線
局
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

平

成

二

十

五

年

三

月

二

十

八

日

総

務

大

臣

新

藤

義

孝

第
一
号
中
「
航
空
保
安
用
」
を
「
公
共
業
務
用
(
通
信
事
項
が
航
空
保
安
事
務
に
関
す
る
事
項
、
無
線
標
識
に
関
す

る
事
項
、
航
空
無
線
航
行
に
関
す
る
事
項
、
航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
事
項
又
は
航
空
機
の
安
全
及
び
運
行
管
理
に
関

す
る
事
項
の
無
線
局
の
場
合
に
限
る
。
)
」
に
改
め
る
。

第
三
号
中
「
飛
行
援
助
用
」
を
「
一
般
業
務
用
(
通
信
事
項
が
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
の
飛
行
援
助
に
関
す
る
事

項
の
無
線
局
の
場
合
に
限
る
。
)
」
に
改
め
る
。

侵

費 常警報非用 新通信用開

の線無

除をく。備設

)の

視監

宇宙運業務用用
宇宙発用開 燃料事業用核

もす関う
のも

)又つ
はて

無線標定に通信事項市宮業務

主

御制

す関

る

す事項で闘ある位置信号業務通信たのめのを十局が港湾法第

るに行二

詰

す関

事項る

島備

す関

事項る

災厄止防

す関

事項る

一
こ� L

ス
の

材及速報び取に

す事項関る� 

空機航

の

造修製理

す関

事項る

備設の放送事業

視監に

-す関

官制る

字主

雲宇項睦マを連翌市継、

iま

線無

宇宙運用業務

す関

項事る

宇宙発開

す関

事項る
す関

事項る

務通信港

す関

事項る

事
す関

事項る

書

す関

事項る

総
務
省
告
示
第
百
四
十
六
号

端
末
設
備
等
規
則
(
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
十
一
号
)
第
三
十
二
条
の
十
こ
か
ら
第
三
十
二
条
の
十
五
ま
で
、

第
三
十
二
条
の
十
七
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
無
線
設
備
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則

第
十
八
号
)
第
四
十
九
条
の
六
の
九
に
規
定
す
る
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
を

行
う
無
線
局
等
の
無
線
設
備
を
使
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
で

あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
も
の
の
送
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
条
件
等
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

五

年

三

月

二

十

八

日

総

務

大

臣

新

藤

義

孝

一
送
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
条
件

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
受
信
し
た
フ
レ
ー
ム
に
同
期
さ
せ
、
か
っ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
送
信
を
開
始
す
る
も
の
と
し
、
そ
の

送
信
の
開
始
時
点
の
偏
差
は
(
+
一
)
二
二 
0
ナ
ノ
秒
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
。

二
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
制
御
の
条
件

ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
条
件
に
お
い
て
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
制
御

信
号
を
送
出
後
、
一
三
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
以
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ

た
時
間
内
に
送
信
許
可
信
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
受
信
し
た
場
合
は
、
送
信

許
可
信
号
を
受
信
し
た
時
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
六
サ
ブ

フ
レ
ー
ム
又
は
七
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
後
に
情
報
の
送
信
を
行
う
こ
と
。

2

1

に
お
い
て
送
信
禁
止
信
号
を
受
信
し
た
場
合
又
は
送
信
許
可
信
号
若
し
く
は
送
信
禁
止
信
号
を
受
信
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
再
び 
1
の
動
作
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
再
び 
1
の
動
作
を
行
う
回
数
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
示
さ
れ
る
回
数
を
超
え
ず
、
か
っ
、
二
百
四
を
超
え
な

い
こ
と
。

三
タ
イ
ム
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
制
御
の
条
件

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
の
指
示
に
従
い
送
信
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
す
る
機
能
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
位
置
登
録
制
御
の
条
件

ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
の
位
置
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動

電
話
端
末
等
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用

設
備
に
接
続
さ
れ
る
自
営
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
し
な
い
場
合

の
み
、
位
置
情
報
の
登
録
を
要
求
す
る
信
号
を
送
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
又
は
利
用
者
が
当
該
端
末
を
操
作
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で

、 

チ
ん 

4

0

2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
の
位
置
情
報
の
登
録
を
確
認
す
る
信
号
を
受
信
し
た
場


合
に
あ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末
等
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
位
置
情
報
を
更
新
し
、


OO

か
っ
、
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
受
信
レ
ベ
ル
通
知
機
能
の
条
件

p
t
nイ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト


コ
ル
移
動
電
話
端
末
等
の
周
辺
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
参
照
信
号
の


受
信
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
検
出
を
行
い
、
当
該
端
末
の
周
辺
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
の


受
信
レ
ベ
ル
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
か
ら
指
定
さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
場
合
に
あ
っ
て


は
、
そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
に
通
知
す
る
機
能
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


総
務
省
告
示
第
百
四
十
七
号


端
末
設
備
等
規
則
(
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
一
十
一
号
)
第
三
十
二
条
の
二
十
五
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基


づ
き
、
同
令
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
合
理
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
端
末
又
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
自
営
電
気
通
信
設
備
及
び
そ
の
条
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

五

年

三

月

二

十

八

日

総

務

大

臣

新

藤

義

孝
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